
原産地の異なるブロッコリーにおける無機元素組成の違い[成果情報名］

ブロッコリー中のナトリウム、ストロンチウム含有量は輸入品（米国および中国産）[要 約］

に多く、国産品に少ない。逆にバリウム含有量は輸入品に少なく国産品に多い。これ

ら三元素のクラスター分析によりブロッコリーの輸入品と国産品が分離する。
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[背景・ねらい］

近年、ネギやブロッコリーなどの生鮮野菜の輸入が急増している。これらは原産地表示されて販売

されているものの、相次ぐ農産物の偽装表示事件あるいは輸入野菜の残留農薬問題などにより、消費

者の不安はますます高まっている。このような不安を除き、正しい表示に基づいた健全な野菜流通を

確保するため、偽装表示の抑止力と成り得る原産地判別技術の開発が望まれている。そこでＩＣＰ発

光分析法を用いて国内外のブロッコリーの無機元素組成の違いを明らかにする。

[成果の内容・特徴］

１．ブロッコリーの分析部位としては扱い易さ、分析精度などの面から主軸部が適当である。

２．ブロッコリーを同一圃場で栽培した場合、品種間や作型により元素組成に若干の差異が見ら

れるが、その幅は大きくなく変動係数にして20～30％程度である（表１）。

３．ブロッコリー中のナトリウム、ストロンチウム含有量は輸入品（米国および中国産）に多く、

国産品に少ない。逆にバリウム含有量は輸入品に少なく国産品に多い（表２）。

４．バリウム含有量とストロンチウム含有量を縦・横軸にとってプロットすると、国産品と外国

産品を良く分離できる（図１）。また、ナトリウム、バリウム、ストロンチウム含有量を用

いたクラスター分析（ウォード法）により国産品と外国産品が分離する（図２）。

[成果の活用面・留意点］

１．日本に輸入されるブロッコリーは中国産と米国産とで９８％以上を占める（ 15年植物検疫H

統計）。



[具体的データ］

図１ 国産品と輸入品のＳｒおよびＢａ含量 図２ クラスター分析による原産地判別

野茶研１～１２は野菜茶業研究所の同一圃場で栽培し
た２作型・１１品種のブロッコリー。
米国１～４は入手時期等が異なるカリフォルニア産ブロ
ッコリー。
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表２ ブロッコリーの原産地による無機元素組成の比較

成分含有量（乾物当たり、ppm）
試　　料   Na   Sr   Ba

輸入品（平均
１）
） 5944 31.6 2.12

国産品（平均
２）
） 734 12.2 8.23

　　　　　　1)米国産４点および中国産３点の平均値

　　　　　　2)国内産２２点の平均値
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表1 無機元素組成の品種間差異
無機成分含量（乾物当たり）(ppm)

品  種  名 作型
１） Na Mg Al Ca Mn Fe Cu Zn Sr Ba

ハイツ 1 924 1840 5.61 5864 9.92 27.46 3.85 16.73 11.25 16.04
あつもり 1 993 1599 3.02 3637 6.70 13.41 2.57 13.68 4.74 6.89
はなもり 1 587 1443 2.65 2931 8.07 21.37 2.42 20.19 4.77 5.82
スリーメイン 1 1224 2184 4.93 5434 9.64 25.81 4.48 26.17 10.33 10.45
唐嶺 1 993 1970 3.58 4376 8.65 24.41 4.06 21.32 7.37 7.56
グリエール 1 623 2143 5.83 6549 13.60 32.54 5.76 25.84 9.72 8.76
天雷 1 763 1802 3.94 4743 7.40 18.26 2.81 17.64 9.32 15.71
しげもり 1 1016 1505 3.73 2965 7.28 15.49 3.03 16.36 7.51 8.87
グリーンビューティー 1 504 1543 5.31 4502 8.39 21.02 6.12 15.06 9.02 4.85
ハイツ 2 687 1972 3.67 4071 7.69 19.80 3.52 19.70 5.75 11.21
海嶺 2 749 1826 4.05 4549 9.85 26.80 2.63 19.00 10.78 9.81
緑帝 2 651 1508 4.17 4478 8.61 18.30 2.49 17.00 10.93 13.65
平　均 809 1778 4.21 4508 8.82 22.06 3.64 19.06 8.46 9.97

変動係数(%) 26.8 14.5 24.0 23.9 20.7 25.0 34.7 20.5 28.1 36.6
1)作型　１：H15年度秋冬作、２：H14年度夏秋作（野菜茶研圃場で栽培）


